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そ
う
め
ん
流
し
　
八
月
三
十
一
日
開
催

今
年
も
や
り
ま
す
！
親
村
主
催
納
涼
企
画

宮
司
拝
命
の
ご
報
告

　
雄
琴
神
社
（
雄
琴
）

　
若
宮
神
社
（
千
野
）

　
八
所
神
社
（
伊
香
立
）

　
還
来
神
社
（
伊
香
立
）

　

初
秋
の
候
、
氏
子
の
皆
様
方
に
は

益
々
御
清
祥
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
残
暑
の
厳
し
い
中
、

田
圃
で
は
今
年
も
自
然
の
恵
、
す
な
わ

ち
大
神
様
の
御
恵
を
戴
き
、
稲
穂
が
豊

か
に
稔
り
、
い
よ
い
よ
稲
刈
り
の
季
節

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

氏
子
の
皆
様
が
稲
刈
り
で
い
そ
が
し

く
な
る
前
に
、
昨
年
初
め
て
開
催
し
、

好
評
を
得
ま
し
た『
大
そ
う
め
ん
流
し
』

を
本
年
も
開
催
致
し
ま
す
。

　

今
宮
神
社
新
宮
神
社
の
奥
の
院
か
ら

拝
殿
ま
で
約
50
ｍ
の
そ
う
め
ん
流
し
で

す
。
お
子
様
、
お
孫
様
の
夏
休
み
最
後

の
思
い
出
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

雄
琴
神
社
稲
岡
宮
司
様
の
引
退
に
伴

い
、
こ
の
度
雄
琴
神
社
、
千
野
の
若
宮

神
社
、
伊
香
立
の
八
所
神
社
、
還
来
神

社
の
宮
司
を
兼
務
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
邸
宅
か
ら
琴
の
音
が

聞
こ
え
た
こ
と
か
ら
雄
琴
の

地
名
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
、

今
雄
宿
禰
命
を
お
祀
り
す
る

雄
琴
神
社
。
仰
木
辻
ヶ
下
の

若
宮
神
社
の
分
祀
で
、
再

来
年
に
は
ご
鎮
座
千
年
式

年
祭
を
迎
え
る
若
宮
神
社
。

千
三
百
年
以
上
の
歴
史
を
持

ち
、
比
叡
山
焼
き
討
ち
の
お

り
に
は
日
吉
大
社
の
避
難
所

と
し
て
山
王
祭
も
斎
行
さ
れ

た
八
所
神
社
。
淳
和
天
皇
の

生
母
で
あ
る
、
藤
原
旅
子
霊

を
お
祀
り
し
、
由
緒
・
社
名

か
ら
戦
時
中
に
は
参
拝
者
の
列
が
途
切

れ
な
か
っ
た
還
来
神
社
。

　

そ
れ
ぞ
れ
由
緒
の
あ
る
神
社
を
一
度

に
四
社
も
兼
務
さ
せ
て
戴
く
に
あ
た

り
、
本
務
神
社
で
あ
る
小
椋
神
社
の
祭

祀
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
十
分
配
慮

し
て
ま
い
る
所
存
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
や
む
を
得
ず
神
社
を
空
け
る
事
も

あ
ろ
う
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
仰
木
、

千
野
、
雄
琴
、
伊
香
立
地
域
の
中
心
で

あ
る
各
社
の
ご
神
徳
の
高
揚
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
様
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

﹃
そ
う
め
ん
流
し
﹄

　
　
　

日　

時　
　

八
月
三
十
一
日

　
　
　

時　

間　
　

午
後
二
時
〜
三
時

　
　
　

場　

所　
　

小
椋
神
社
境
内

　
　
　

参
加
費　
　

無
料
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小椋神社は仰木・仰木の里一帯の

鎮守の神様です

人生儀礼は氏神様へ
初宮詣・七五三詣・厄除・安産・交通安全・

合格祈願等各種御祈祷謹んでご奉仕致します

ご予約・お問い合せ

TEL： 077-572-1482

Mail： ogurajinja@mac.com

平成２３年 9月1日 第 22号

拝
殿
門
帳
の
奉
納
御
礼

　
八
朔
湯
立
祭於

　
小
椋
神
社
　

　
彼
岸
祭

於
　
小
椋
神
社
　

　
橋
尾
神
社
例
祭

於
　
橋
尾
神
社
　

　

九
月
の
月
次
祭
は
、
八
朔
湯
立
祭
を

執
り
行
い
ま
す
。
八
朔
（
は
っ
さ
く
）

と
は
八
月
朔
日
つ
ま
り
八
月
一
日
の
事

で
、
旧
暦
の
八
月
一
日
に
湯
立
祭
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
暦
に
か
わ
っ

た
お
り
に
季
節
の
近
い
九
月
一
日
に
行

　

平
尾
の
橋
尾
神
社
の
一
年
に
一
度

の
例
祭
を
執
り
行
い
ま
す
。
地
頭
橋

を
渡
り
野
に
山
に
働
き
に
出
る
人
々

の
安
寧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

春
と
秋
の
年
二
回
、
親
村
乙
名
の　

方
々
に
草
刈
り
や
鎮
守
の
杜
の
手
入

れ
な
ど
、
境
内
整
備
作
業
を
ご
奉
仕

戴
い
て
お
り
ま
す

作
業
後
本
殿
に
て
彼
岸
祭
を
執
り
行
い

ま
す
。　

祭
典
は
作
業
終
了
次
第
、

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時
頃

長
月
の
ま
つ
り

　

九
月
一
日　
　
　

八
朔
湯
立
祭

　

九
月
十
八
日　
　

橋
尾
神
社
例
祭

　

九
月
二
十
三
日　

彼
岸
祭

　

最
近
お
参
り
に
来
て
戴
い
た
方
は
境

内
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
っ
た
事
に
お
気

づ
き
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
度
の
私
の
結
婚
式
の
お
祝
い
に

と
、
親
村
乙
名
・
親
村
総
代
の
皆
様
よ

り
古
く
な
り
繊
維
が
ち
ぎ
れ
、
真
っ
黒

に
汚
れ
い
て
い
た
拝
殿
の
門
帳
を
新
調

し
て
戴
き
ま
し
た
。

　

純
白
に
黒
の
三
つ
巴
紋
を
あ
し
ら
っ

た
門
帳
で
境
内
に
よ
く
映
え
て
い
ま

す
。
結
婚
式
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
お

心
遣
い
戴
き
ま
し
た
親
村
の
皆
様
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
上
記
の
門
帳
を
発
注
さ
せ
て

戴
い
た
松
下
装
束
店
様
よ
り
社
務
所
受

付
と
玄
関
用
の
門
帳
を
奉
納
戴
き
、
さ

ら
に
御
守
陳
列
用
の
棚
と
足
踏
み
を
社

役
の
養
覚
さ
ん
に
据
え
付
け
し
て
も

ら
っ
て
、
社
務
所
の
方
も
神
社
ら
し
く

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

是
非
、
お
一
日
参
り
に
合
わ
せ
て
湯

立
の
神
事
に
御
参
列
下
さ
い
。　


